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「
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム 

全
体
会
合
（
第
一
回
）」
を 

開
催
（
七
月
）

▼
日
本
銀
行
は
、
二
〇
二
一
年
四
月
よ

り
中
央
銀
行
デ
ジ
タ
ル
通
貨
（
Ｃ
Ｂ
Ｄ

Ｃ
）
の
基
本
的
な
機
能
や
具
備
す
べ
き

特
性
が
技
術
的
に
可
能
か
否
か
を
検
証

す
る
た
め
の
概
念
実
証
に
取
り
組
み
、

予
定
通
り
二
〇
二
三
年
三
月
に
終
了
し

ま
し
た
。

▼
同
年
四
月
よ
り
、
概
念
実
証
で
は
検

証
し
き
れ
て
い
な
い
技
術
的
な
実
現
可

能
性
の
検
証
と
、
技
術
面
・
運
用
面
の

検
証
に
有
用
な
民
間
事
業
者
の
技
術
や

知
見
を
活
用
す
る
観
点
か
ら
、「
パ
イ

ロ
ッ
ト
実
験
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

▼
「
パ
イ
ロ
ッ
ト
実
験
」
で
は
、
①
中

央
シ
ス
テ
ム
か
ら
エ
ン
ド
ポ
イ
ン
ト
デ

バ
イ
ス
ま
で
を
実
装
す
る
実
験
用
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
、
性
能
試
験
等
を
行
う

と
と
も
に
、
②
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
の
制
度
設
計

を
適
切
に
進
め
る
観
点
か
ら
「
Ｃ
Ｂ
Ｄ

Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
設
置
し
、
リ
テ
ー

ル
決
済
に
関
わ
る
民
間
事
業
者
の
参
加

を
得
な
が
ら
、幅
広
い
テ
ー
マ
を
議
論
・

検
討
し
て
い
ま
す
。

▼
日
本
銀
行
は
、
リ
テ
ー
ル
決
済
に
か

か
わ
る
民
間
事
業
者
六
〇
社
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
七
月
二
十
日
に
標
記
会
合

を
開
催
し
ま
し
た
。

▼
会
合
で
は
、
①
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
に
関
す
る

取
り
組
み
と
②
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
運
営
に
つ
い
て
、
日
本
銀
行
よ
り
説

明
し
、
参
加
者
の
方
々
と
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

▼
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
ご
と
の
活
動
は
、
八
月
よ
り
順
次
開

始
し
て
い
ま
す
。日
本
銀
行
と
し
て
は
、

Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
議
論
・
検

討
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
民
間
事
業
者
の

技
術
や
知
見
を
日
本
銀
行
に
お
け
る
実

証
実
験
と
制
度
設
計
面
の
検
討
に
活
か

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
本
会
合
の
議
事
概
要
や
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
関
す
る
最
新
情
報
は
、

日
本
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

中
央
銀
行
デ
ジ
タ
ル
通
貨
に 

関
す
る
連
絡
協
議
会
（
第
六
回
）

の
開
催
に
つ
い
て

▼
「
中
央
銀
行
デ
ジ
タ
ル
通
貨
に
関

す
る
連
絡
協
議
会
」
で
は
、
中
央
銀

行
デ
ジ
タ
ル
通
貨
に
関
す
る
日
本
銀

行
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
民
間
事
業

者
や
政
府
と
の
情
報
共
有
を
図
る
と

と
も
に
、
今
後
の
進
め
方
を
協
議
し

て
い
ま
す
。
十
一
月
十
四
日
に
開
催

し
た
六
回
目
の
連
絡
協
議
会
で
は
、

「
パ
イ
ロ
ッ
ト
実
験
」
に
お
け
る
Ｃ

Ｂ
Ｄ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
運
営
な
ら
び

に
実
験
用
シ
ス
テ
ム
の
準
備
状
況
、

お
よ
び
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
に
関
す
る
海
外
主

要
国
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
、
参

加
者
の
方
々
と
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

▼
連
絡
協
議
会
の
説
明
資
料
や
議
事

要
旨
は
、
日
本
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

「
第
一
九
回 

日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ

～
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
の
提
言
～
」

の
決
勝
大
会
を
開
催

▼
大
学
生
を
対
象
と
す
る
金
融
・
経
済

分
野
の
小
論
文
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
コ
ン
テ
ス
ト
「
第
一
九
回　

日
銀

グ
ラ
ン
プ
リ
～
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
の

提
言
～
」
に
、
今
回
は
全
国
各
大
学

か
ら
一
〇
五
編
の
作
品
が
寄
せ
ら

れ
、
書
類
審
査
を
通
過
し
た
五
チ
ー

ム
に
よ
り
十
一
月
二
十
五
日
に
決
勝

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▼
決
勝
大
会
の
審
査
員
は
、
鈴
木

純
氏
（
経
済
同
友
会 

副
代
表
幹
事
、
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帝
人
株
式
会
社 

シ
ニ
ア
・
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
）、
江
川
雅
子
氏
（
学
校
法

人
成
蹊
学
園 

学
園
長
）、
日
本
銀
行

の
氷
見
野
良
三
副
総
裁
（
審
査
員

長
）、
高
田
創
・
田
村
直
樹
両
政
策

委
員
会
審
議
委
員
で
し
た
。
各
チ
ー

ム
と
も
堂
々
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
と
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

▼
最
優
秀
賞
に
は
、
埼
玉
大
学
経
済

学
部
チ
ー
ム
の
「
投
信
レ
ン
ズ
～

「
貯
蓄
か
ら
投
資
へ
」
の
第
一
歩
～
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
他
、
優
秀

賞
に
常
磐
大
学
総
合
政
策
学
部
チ
ー

ム
、
東
京
理
科
大
学
経
営
学
部
チ
ー

ム
、
敢
闘
賞
に
同
志
社
大
学
経
済
学

部
チ
ー
ム
、
南
山
大
学
法
学
部
チ
ー

ム
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

▼
決
勝
進
出
チ
ー
ム
の
作
品
全
文
と

審
査
員
講
評
、
決
勝
大
会
の
模
様
に

つ
い
て
は
、
後
日
、
日
本
銀
行
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

優秀賞の常磐大学総合政策学部チーム優秀賞の東京理科大学経営学部チーム

敢闘賞の南山大学法学部チーム 敢闘賞の同志社大学経済学部チーム

（撮影：野瀬勝一）

最優秀賞の埼玉大学経済学部チーム
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編 集 後 記 「
日
銀
親
子
見
学
会
」
に
つ
い
て

▼
「
日
銀
っ
て
何
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
？
」「
日
銀
っ
て
ど
ん
な
と
こ

ろ
？
」
そ
の
よ
う
な
お
子
さ
ま
の
好

奇
心
に
お
応
え
す
る
た
め
、
日
本
銀

行
本
店
で
は
、
小
学
四
年
生
～
中
学

生
の
お
子
さ
ま
と
保
護
者
を
対
象

に
、
夏
休
み
お
よ
び
春
休
み
期
間
中

に
「
日
銀
親
子
見
学
会
」（
協
力
：

金
融
広
報
中
央
委
員
会
）
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

▼
こ
の
見
学
会
で
は
、
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
本
館
（
地

下
金
庫
や
旧
営
業
場
な
ど
）
見
学
や

「
お
金
の
使
い
方
」
を
学
ん
で
い
た

だ
く
ほ
か
、「
お
札
の
偽
造
防
止
技

術
」「
お
札
の
数
え
方
」「
一
億
円
の

重
さ
」を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
次
回
の
開
催
は
春
休
み
期
間
中
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

地下金庫の見学

お札の数え方を学ぶ
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■今年も早いもので年の瀬を迎えました。国内では、新型コ
ロナ感染症の５類移行を経て街に賑

にぎ

わいが戻り、多くのイベ
ントやお祭りが４年ぶりに通常開催されました。他方、海外
では、ウクライナでの戦争が続き、中東でも軍事衝突が起こ
るなど、平穏な日常のありがたさを改めて感じる一年だった
ように思います。読者の皆さまにとっては、どのような一年
だったでしょうか。
■今回の対談とインタビューでは、音楽とスポーツに関する
お話を伺いました。ヤマハの中田社長は、楽器は生活必需品
ではないが人間らしく生きるための「人間必需品」であり、
楽器の「プレー」は人間活動の本質だとおっしゃいます。車
いすテニスの国枝慎吾さんが力強い「プレー」で数々のタイ
トルを勝ち取った姿に歓喜し、勇気をもらった方も多いこと
でしょう。音楽もスポーツもそれがないと生きていけないわ
けではありませんが、間違いなくわれわれの人生を豊かにし
てくれるかけがえのないものだと思います。来年は世界中の
人々に、音楽とスポーツの「プレー」を楽しめる日常がやっ
てくることを心から祈っています。 （小牧）

［アンケート募集中］
「にちぎん」に関するご意見・ご感想は、アンケート
よりお寄せください。日本銀行のホームページから
インターネットでもアンケートにご回答いただけます。




